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１ 学 年  芸北小学校 第６学年 ８名 

２ 単元名  芸北での学びを生かして ～Youは何する芸北で？～ 

３ 単元について 

 ＜単元観＞ 

  本単元は、学習指導要領解説総合的な学習の時間編第５章第３節「各学校が定める内容とは」に例示

された「地域や学校の特色に応じた課題」を参考にして設定した。 

  「芸北での学び」とは、児童がこれまでに芸北小学校の生活科・総合的な学習の時間で学んできたこ

と全てを指す。 

児童は、生活科の時間に、１・２年生「げいほく山ランド」で芸北地域の山に登り、総合的な学習の

時間に、３・４年生「山のめぐみ」で山の木を拾って来て火おこしをし、５年生「せどやま教室」で山

の木を切ってせどやま市場に搬入する活動を行った。これらの体験活動を通して芸北の豊かな自然に

触れ、自然が芸北の人々の暮らしと密接に関わっていることを学んできた。また、「えがく」「やってみ

る」「ふりかえる」という本校の学びのスタイルを繰り返し行うことで、児童に育てたい６つの資質・

能力（意志力、多面的・多角的な見方・考え方、自己回復力、協働する力、課題解決力、安全・安心を

つくる力）を育んできた。これ以外にも、芸北の高齢者施設やこども園との交流等を通して地域の人・

もの・ことについて学んできた。そして、各教科等においても、様々な知識・技能や思考力・判断力・

表現力、学びに向かう力・人間性等を身に付けてきた。  

  これらの学びを生かして、芸北で暮らす人々の思いや願いを知り、芸北の活性化に向けたプロジェ

クトを考え、提案し、実行する中で、児童は探究的に学びながらふるさと芸北への愛着を深めるととも

に、自分もその一員であるという自覚を高め、自分にできることを進んで考え行動することができるよ

うになると考える。  

  

＜児童観＞ 

  ～省略～ 

 

 ＜指導観＞ 

  単元の目標達成及び資質・能力向上のため、以下の手立てをもって指導する。 

① 単元の始めに、自分たちはこれまで「総合・生活」で何を学んだのか、どんなところが成長したの 

かを振り返り、それを本単元の学習に生かすことができるようにする。 

 ② 児童に芸北の「良いところ」「もっと良くなってほしいところ」を話し合わせた上で、芸北在住の

方やそれ以外の方にアンケートを取り、その集計結果を整理・分析させる。芸北で暮らす人々やそれ

以外の方の生の声と自分たちの思いとを比較することで、芸北の良さや改善点をより自分事として

捉えることができ、自ら課題を見出すことや主体的に学ぶことにつながると考える。 

 ③ 芸北で活躍されている方をゲストティーチャー(以下 GT)として招き、活動内容や活動を始めた理



由、苦労、やりがい、芸北への思い等を聞くことで、「自分たちも芸北のために何かやってみたい」

という意欲を高める。それをきっかけとして、GT には、単元全体を通して関わっていただく。児童

が総合的な学習の時間を行っている時に、本校の空き教室をコワーキングスペースとして活用して

いただき、児童が「質問したい」「考えたことを聞いてもらいたい」「アドバイスをもらいたい」とい

う時に、主体的に相談することができるようにする。そして、児童の良い考えを評価したり、足りな

い部分をアドバイスしたりしていただく。そうすることで、学習意欲を維持するとともに、より良い

プロジェクトにするために向上心をもって取り組ませることができると考える。 

④ グループ学習をする時には、「進捗状況の確認→これからやるべきことの確認→役割分担→実施」

という流れを繰り返させる。そうすることで、自分たちの学習はどこまで進んでいるのかをグループ

全員が把握することができるとともに、一人一人が自分の役割を自覚し、責任をもって取り組もうと

したり、足りない部分をお互いに補い合ったりすることもできると考える。 また、グループの話し

合いに積極的に関わることができるようにするために、GT に相談に行く時に、代表で話す人を毎回

交代させる。 

 

４ 単元の目標 

  これまで芸北で学んできたことを生かして芸北をより良くするためのプロジェクトを実行すること

を通して、お互いの考えを認め合いながら自分の役割を果たし、芸北の良さや改善点、より良くするた

めに自分にできることを考え、芸北の一員として進んで行動できるようにする。 

 

５ 単元の評価規準とルーブリック 

（１）評価規準【身に付けさせたい資質・能力】 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

①課題解決に向けての自分

の役割を理解し、お互い

に助け合いながら自分の

役割を最後までやり切っ

ている。 【協働する力】 

②情報を収集したり、発信

したりする上で危険を未

然に防ぐ方法を理解し、

安全に利用している。 

【安全・安心をつくる力】 

③自分の資質・能力の変容

は、芸北をより良くする

ことについて探究的に学

習してきたことの成果で

あると気付いている。 

①「どのような芸北にしていきたいか」

という課題解決に向けて自分にでき

ることを具体的に考えている。 

【課題の設定】 

②必要な情報を、多様な方法で収集し

ている。           【情報の収集】 

③アンケート結果の共通点や差異点を

見つけ、芸北の良さや改善点を明ら

かにしている。     【整理・分析】 

④芸北をより良くするための自分の考

えを、資料を用いて目的に沿って発

表している。   【まとめ・表現】 

⑤視点や尺度、発想等を転換しなが

ら、様々な視点で、人や物事を柔軟

に捉えている。 

【多面的・多角的な見方・考え方】 

①現時点までの取組の良さ

や改善点を振り返り、「め

ざす自分」や学習のめあ

てを達成するために、次

につながる行動を考え、

粘り強く実行しようとし

ている。     【意志力】 

②ストレスを感じても、自分

なりの乗り越え方で学習意

欲を回復しようとしてい

る。   【自己回復力】 

③自分も芸北の一員である

ことを自覚し、芸北のた

めにできることを考えて

進んで行動しようとして

いる。 



（２）ルーブリック 

資質・能力 ２ ３ 

知
識
・
技
能 

① 

【協】 

課題解決に向けての自分の役割を理解し、

お互いの考えを認め合いながら自分の役

割を最後までやり切っている。 

課題解決に向けての自分の役割を理解し、

お互いの考えの良さを生かしながら、自分

の役割を最後までやり切っている。 

② 

【安】 

情報を収集したり、発信したりする上で危

険を未然に防ぐ方法を理解し、安全に利用

している。 

収集したり、発信したりする情報が正しい

かどうかを、複数の情報をもとに判断して

いる。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

① 

【課】 

「より良い芸北にする」という課題解決に

向けて自分にできることを具体的に考え

ている。 

「より良い芸北にする」という課題解決に

向けて自分にできることを具体的に考え

て計画を立てている。 

② 

【情】 

必要な情報を、多様な方法で収集してい

る。 

必要な情報を、効率的な方法で収集してい

る。 

③ 

【整】 

アンケート結果の共通点や差異点を見つ

け、芸北の良さや改善点を明らかにしてい

る。 

アンケート結果と自分たちの考えを比較

したり関連付けたりして、芸北の良さや改

善点を明らかにしている。 

④ 

【ま】 

芸北をよりよくするための自分の考えを、

資料を用いて目的に沿って発表している。 

芸北をよりよくするための自分の考えを、

資料を効果的に活用しながら目的に沿っ

て発表している。 

⑤ 

【多】 

視点や尺度、発想等を転換しながら、様々

な視点で、人や物事を柔軟に捉えている。 

視点や尺度、発想等を転換しながら、様々

な視点で、人や物事を柔軟に捉えるととも

に、そこから新たな考えを生み出してい

る。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

① 

【意】 

現時点までの取組の良さや改善点を振り

返り、「めざす自分」や学習のめあてを達

成するために、次につながる行動を考え、

粘り強く実行しようとしている。 

現時点までの取組の良さや改善点を振り

返り、「めざす自分」や学習のめあてを達

成するために、先を見通して計画を修正

し、粘り強く実行しようとしている。 

② 

【自】 

ストレスを感じても、自分なりの乗り越え

方で学習意欲を回復しようとしている。 

ストレスを感じても、柔軟に発想の転換を

することで、学習意欲を回復しようとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 



６ 単元の指導と評価の計画・実践記録 

節 
学びの 

サイクル 
時 学習活動・発問・留意点等 知 思 態 評価方法 

１ 

芸
北
で
暮
ら
す
人
々
の
思
い
や
願
い
を
知
ろ
う 

え
が
く 

１
～
５
（
４
月
） 

1 これまで学んできた芸北の人、もの、ことを振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 芸北の良さや改善点を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

3 芸北をより良くするために取り組むという単元の見 

通しをもつ。 

4 芸北在住の方やそれ以外の方の思いや願いを知るた 

めの調査方法を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  ・発言 

・ワークシート 

・振り返り 

１・２年「げいほく山ランド」では、「やればできる！」と 

思ってあきらめずに頑張る「意志力」がついた。 

園児さんや高齢者との交流では、いろんな立場の人のことを

考えることで、「多面的・多角的な見方・考え方」がついた。 

今まで芸北小の生活・総合で何を学び、どんな力がついたかな？ 

みんなの考えだけで進めていいの？ 

保護者の思いも聞いてみたい。 

地域の人や先生の考えも聞いてみたい。 

みんなの「芸北をこうしたい」という思いを大切にして学習を進めよう。 



や
っ
て
み
る 

６
～
９
（
４
・
５
月
） 

1 芸北で活躍されている方の話を聞く。（GT３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 芸北在住の方、それ以外の方の芸北に対する思いを

知るためにアンケートをとる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 得た情報を整理・分析する。 

 

 

 

 

 

 ② 

③ 

 ・発言 

・行動 

・ワークシート 

・振り返り 

〈内容〉 

・芸北の良いところ 

・芸北のもっと良くなるといいなと思うところ 

・芸北のために取り組んでいること 

 （理由、具体的な内容、苦労、やりがい等） 

・これからの芸北についての思いや願い 

・子どもたちに望むこと  等 

 

 〈GTの話の振り返り〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈アンケートの一部〉              〈アンケートの設置場所〉 

                       ・郵便局（芸北） 

                       ・芸北オークガーデン 

                       ・北広島町まちづくり 

センター（千代田） 

                       ・北広島町図書館（大朝） 

                                 等 

                       〈回答してくださった方〉 

                        芸北に在住 117名 

                        芸北以外に在住 52名 

・もっと芸北に人が来てほしい。 

・良いところを広めていきたい。 

・芸北を楽しんでほしい。 

などと思っている人が多いんだね。 



ふ
り
返
る 

10
（
５
月
） 

1 整理・分析した結果から、感じたことや考えたこと

を話し合う。 

（国語科：「聞いて考えを深めよう」友達の意見と自

分の考えを比較しながらまとめる力） 

2 第１節を振り返り、第２節の見通しをもつ。 

 ⑤  ・振り返り 

２ 

芸
北
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
考
え
た
方
法
を
提
案
し
よ
う 

え
が
く 

１
～
４
（
６
月
） 

1 芸北で暮らす人々と自分たちの思いや願い、現状を 

もとに芸北をより良くするとはどういうことかを考 

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 プロジェクトを提案するまでの学習計画を立てる。 

3 芸北をより良くするためのプロジェクトチームを発 

足する。（３グループ） 

4 第２節の「めざす自分」を考える。 

 ①  ・発言 

・ワークシート 

・振り返り 

や
っ
て
み
る 

５
～
18
（
６
・
７
月
） 

※ここからは、グループごとに活動する。 

1 芸北をより良くするためにできそうなことを考え、 

たくさんの案を出す。 

2 プロジェクトの内容を考える時や提案する時のポイ

ントを確かめ、案を絞っていく。 

 

 

 

 

3 芸北をより良くするためのプロジェクトを決める。 

4 プロジェクトの内容を具体的に考える。 

 

 

 

 

 

 

5 必要に応じて情報収集を行う。 

① 

② 

 

② 

④ 

⑤ 

① 

② 

・発言 

・行動 

・ワークシート 

・発表原稿 

・PP資料 

・振り返り 

どうなったら芸北はより良くなる？ 

芸北の良いところを知って、好きになってもらう。 

そうなれば、人がたくさん来てくれるかな。 

もっと楽しい場所になる。 

①目的に合っているか 

②説得力があるか 

③実現可能か 

コワーキングスペースで待機 

してくださっているGTに、 

必要に応じて相談に行った。 
 

※コワーキングスペース：異なる目的を 

もった人々が作業スペースを共有できる 

空間のこと。 

みなさんの思い

を少しでも実現

したい！ 



  

6 考えたことを発表原稿やプレゼンテーション資料に

まとめ、発表の練習をする。 

（国語科：「私たちにできること」提案文章の書き方） 

7 中間発表会をし、内容について質疑応答や意見交流

を行う。（GTにもアドバイスをもらう。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 中間発表会までの「めざす自分」を振り返る。 

9 発表会に向けて、第２節の「めざす自分」を修正す

る。 

10 自己評価や第三者（GT、他のチームの児童）のアド

バイスをもとに、内容に説得力をもたせるように改

善する。 

11 発表練習をする。 

12 １学期末ＰＴＡで発表会をし、それぞれの発表内容

の良さと改善点を明らかにする。（GT に意見をもら

う。保護者に評価シートを書いてもらう。） 

 

 

 

 

 

 

 

各グループの提案内容 

 

 

 

 

 

 

 

    

１グループ 

「芸北でウォーキングしながら 

スタンプラリー」 

雄鹿原地区でスタンプラリーをし

ながら、芸北の自然や注目してほしい

ところを紹介し、芸北の良さを知って

もらう。 

２グループ 

「自然と触れ合おう！ 

田園ウォーキング」 

八幡地区をめぐって景色や動植物を

写真に撮り、オリジナル写真集を作っ

てもらう。後で見返すと、また芸北に

行きたいと思ってもらえる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

ふ
り
返
る 

19
～
20
（
７
月
） 

1 第２節の「めざす自分」を振り返る。 

2 第２節を振り返り、第３節の見通しをもつ。 

 

  ① ・振り返り 

３ 

考
え
た
方
法
を
実
行
し
て
芸
北
を
よ
り
よ
く
し
よ
う 

え
が
く 

１
～
３
（
９
月
） 

1 実行するプロジェクトの方向性を話し合って決定す

る。（提案の中から一つ選ぶ、それぞれの班の良いと

ころを生かし一つにまとめる。など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 プロジェクトの実行計画を立てる。 

 （いつ、どこで、だれと、どのように等） 

 

 

 

 

 

 （国語科：「みんなで楽しく過ごすために」目的や条件

に応じて、計画的に話し合う力） 

3 第３節の「めざす自分」を考える。 

 ① ① ・発言 

・ワークシート 

・振り返り 

や
っ
て
み
る 

４
～
20
（
10
・
11
月
） 

1 プロジェクトを実行する。（内容や残り時数により、

繰り返すことも考える。） 

（書写：「伝えるって、どういうこと？」ポスターの書 

き方） 

（道徳：「ようこそ、菅島」郷土を大切にする心） 

① 

② 

 

① ② ・発言  

・行動 

・振り返り 

３グループ 

「芸北ハイニック 自然大好きマン」 

 植物を観察しながらハイキングを

し，休憩にはおやつを食べてピクニッ

ク気分を味わってもらう。この2つを

合わせてハイニックとした。 

３つの班の良いところを生かして、 

「芸北でまめになってかえるけえ 

～芸北大スキースタンプラリー～」 

に決定！！ 

・加計高等学校芸北分校の文化祭で実施→参加者を集めやすい 

・スタンプラリーをしながら芸北の自然や歴史に触れてもらう→魅力発信 

・おすすめスポットを紹介するパンフレット→リピート 

・おやつタイムで芸北リンゴを使ったおやつを紹介→買ってもらう→活性化 



 

 

スタンプラリーに向けての準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

〈スタンプの作成〉 

・芸北にちなんだ絵 

・手作りの消しゴムはんこ 

・作り方を地域の方に教え 

ていただいた。 

〈ポスターの掲示場所〉 

・道の駅（千代田） 

・とよひらウイング 

（豊平） 

・北広島町図書館 

（大朝） 

・大暮養魚場（芸北） 

等 

 

〈スタンプカードの作成〉 

・ポイントは雄鹿原地区で 

 おすすめの５か所 

・写真付きで参加者の思い 

出に残るようにする。 

・裏には雄鹿原地区以外の 

おすすめスポットを紹介 

 

〈おやつタイムの計画〉 

・岩本農園に行って情報収集 

・りんごジュースとりんごジャム 

（クラッカーにつける）に決定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタンプラリー当日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

〈その他にも・・・〉 

・当日参加を呼び掛ける看板や横断幕を作る。 

・それぞれのポイントで出す芸北にちなんだクイズを考える。 

・参加賞のバッジを作る。             等 

 

 

〈情報メモの作成〉 

・参加者と一緒に歩きながら芸北の魅力をアピール 

するために必要な情報を協力してまとめた。 

・それぞれのポイントやスタンプの説明だけでなく、 

１～５年生までの学習で得た知識も盛り込んだ。 

・会話の中で自然に芸北のアピールができるように、 

話のきっかけをどのように作るかについても考えた。 

参加者集め ⇒ 芸北以外の方６名、芸北の方 11名が参加 

 

始めの会 芸北の魅力をアピールしながら歩く 

ポイントでスタンプを押してもらい、クイズを出題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

ふ
り
返
る 

21
～
25
（
11
・
12
月
） 

1 プロジェクトに関わってくださった方の感想やアド

バイスを聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 単元の振り返りをし、課題解決の過程を整理する。 

3 めざす自分を振り返る。（３節、単元全体） 

4 これから自分が芸北にどのように関わっていきたい

かを考える。 

5 実行したプロジェクトを芸北の人々や地域の小学生

等に発信する。 

 

 

 

③  ③ ・振り返り 

 

 

 

芸北の特産りんごを使った 

ジュースとジャムの試食 岩本農園での買い物タイム ジ
ャ
ム
が
お
い
し
か
っ
た

か
ら
買
っ
て
帰
ろ
う
。 

 参加者アンケートの結果 

○全員が「スタンプラリーは楽しかった」と回答 

○スタンプラリーの感想 

 ・手作りスタンプは宝物になる。スタンプがとても上手ですてきだった。 

・おもてなしの気持ちと芸北を知ってほしい気持ち、「芸北大スキー！」の

気持ちがよく伝わった。 

・移動している間も芸北に関することを話してくれてとても楽しめた。 等 

○全員が「芸北にまた来たい」と回答 

○芸北にまた来たい理由 

 ・季節によっていろいろな景色が見られることを教えてもらったから。 

・短い時間でも魅力が伝わったから。 

・紹介してくれた乙九日や大暮養魚場に行ってみたいと思った。    等 

２学期末の学習発表参観で、保護者・地域の方に発表 


